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抄録： 近年，大学の医学教育では授業の一環として，外来診察を想定した医療面接実習が行われている．そ

こでは実習生が医者役と評価役を順に担当しながら面接を行なっており，面接終了後に指導医が実習生に助言

を行うという流れで行われる．しかし，指導医が実習生 1 人に助言できる時間は限られており，満足に実習を経験

できていないのが現状である．この課題については，我々の先行研究により指導医がおらずともグループ内で自

習が容易に可能となったが，より効果的に学習するためには自習後の自身の振る舞いの振り返りが重要である．

しかし，面接実習は終始動きが少なく最初から音声を手掛かりにして必要シーンを探すのは非常に手間が掛かり

非効率である．そのため，本論文では対話記録を用いた効率的な振り返り学習支援方式を提案した．本提案方式

を用いることで項目毎の振る舞いの確認が容易になり，実習生への教育の効率化を図ることが可能である． 
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1. はじめに 
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2. グループ内問診評価支援システム 

 

3. 対話記録を用いた効率的振り返り

学習支援方式の提案 
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4. 実験および結果 
1

14

9 (64%)

10

8 3

(5 )

Table.1 2  

Table.1  
   

QS1  3.9 

QS2  
(1: 1 3: 5 5: 9 ) 3.0 

Table.2  

   

QT1  
 5.0 

QT2  
 4.7 

QT3 
 

 
(1: 1 3: 5 5: 9 ) 

2.3 

QT4  
 4.0 

QT5  
 4.7 

 

5. 考察  
5.1 実習前の自習についての教育支援 
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5.2 実習についての教育支援 
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5.3 実習生全体の傾向把握 
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